
▼
第
13
回
石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ

ン
開
催
に
伴
い
、
以
下
の
区
間

で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

規
制
時
間
／
２
月
16
日
日

午
前
９
時
～
正
午 

規
制
区
間
／
下
青
柳
交
差
点
～
染

谷
地
内
丁
字
路（
広
域
農
道
入
口
）

㉄
♴
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(

内
線
１
２
３
２
）

▼
八
郷
地
区
を
対
象
に
、
食
用
廃

油
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。
職

員
が
ご
自
宅
に
伺
い
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

日
時
／
①
２
月
20
日
㊍
（
柿
岡
・

小
幡
・
葦
穂
・
恋
瀬
地
区
）

②
２
月
21
日
㊎
（
瓦
会
・  

園
部
・

林
・
小
桜
地
区
）

申
込
方
法
／
回
収
日
前
日
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み 

㉄
♴
支
所
総
務
課（
内
線
１
３
３
５)

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

㉄♳石岡市役所本庁舎　♴八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　 ※料金の記載のないものは無料。

石
岡
つ
く
ば
ね

マ
ラ
ソ
ン
交
通
規
制

おしらせ

食
用
廃
油
の
回
収
を

実
施 

おしらせ

商業活性化策について
団体：石岡商工会議所商業部会 
とき：令和元年 12 月２日 
参加者：８名 
参加者から出た意見 
・多くの商店は、住宅兼店舗となっているケー
スが多く貸店舗としては成立しにくい。 
お店を開きたい人に貸し出しやすいように修
繕費等を市から補助してほしい。 
・空き店舗のシャッターに、子ども達に絵を
書いてもらうのはどうか。 
・中心市街地を活性化させるための一案とし
て、自町内に山車小屋等を行政で作り、常時、
山車や山車人形・獅子頭を展示してはどうか。
展示された山車等を巡るツアーなどを計画し
ＰＲすることで、多くの観光客が見込まれる
のではないか。 

＼市長と話そう！／タウンミーティング
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茨城県
フラワーパーク

マラソンメイン会場
茨城県立石岡特別支援学校
（旧八郷南中学校）

片野交差点

至土浦

常陸風土記の丘

染谷地内丁字路

下青柳交差点

茨城県畜産センター

至柿岡
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１
月
11
日
（
土
）

　

石
岡
の
頼
も
し
い
消
防
力

　
石
岡
小
学
校
の
校
庭
に
集
合
し

た
消
防
本
部
の
面
々
は
、
誰
も
が

一
様
に
緊
張
し
た
表
情
で
出
初
式

の
開
会
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
岡

野
消
防
長
を
は
じ
め
山
本
消
防
団

長
が
所
定
の
位
置
に
着
く
と
、
整

列
し
た
５
０
０
人
を
超
え
る
消
防

職
団
員
の
隊
列
に
張
り
詰
め
た
空

気
が
支
配
し
ま
す
。

　

気
合
の
入
っ
た
号
令
に
続
い

て
、
私
自
身
が
長
い
隊
列
を
点
検

し
て
歩
き
ま
す
。

　

石
岡
の
長
い
歴
史
の
中
で
、

延
焼
１
０
０
軒
を
超
え
る
大
火

は
、
10
件
ほ
ど
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
最
大
の
も
の
は

１
７
０
０
棟
焼
失
し
た
昭
和
４
年

の
石
岡
の
大
火
で
す
が
、
こ
れ
ら

を
契
機
に
行
政
は
消
防
力
向
上
に

力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
台
風
15
号
や
19
号
、
そ

の
後
の
大
雨
の
被
害
が
最
小
限
に

と
ど
ま
っ
た
の
も
、
消
防
職
団
員

の
昼
夜
に
わ
た
る
防
災
活
動
の
お

陰
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
頼
も

し
い
存
在
が
整
然
と
並
び
、
こ
の

１
年
の
活
動
に
向
け
て
総
点
検
す

る
の
が
こ
の
出
初
式
で
、
全
国
的

な
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
会
館
に
て
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
永
年
勤
続
40
年
の
石
田
誠
、

一
毛
芳
昭
両
副
団
長
ら
に
県
知
事

か
ら
、
勤
続
30
年
の
山
本
進
団
長

ら
に
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
功
労
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
１
０
０
人
を
超
え
、

賞
状
を
手
渡
す
た
び
に
、
感
謝
の

念
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
消
防
分
団
の
方
々
は
、
職

業
を
別
に
持
ち
な
が
ら
、
何
事
か
あ

れ
ば
仕
事
を
中
断
し
て
出
動
し
て

お
り
、ま
さ
に
黒
子
的
存
在
で
す
。

　
パ
レ
ー
ド
で
は
、
御
幸
通
り
を

舞
台
に
、
女
性
消
防
団
や
幼
年
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
な
ど
が
鼓
笛
隊
の
マ
ー
チ
と
共

に
行
進
。
さ
ら
に
は
、
21
台
の
消

防
車
両
パ
レ
ー
ド
・
サ
ポ
ー
ト
ワ

ン
ビ
ル
で
の
救
助
実
演
と
盛
り
沢

山
で
す
。
沿
道
に
は
親
子
連
れ
な

ど
多
勢
の
観
客
が
訪
れ
、
そ
の
様

子
を
楽
し
ん
で
見
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
一
年
、
災
害
の
な
い
穏
や
か

な
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。　

　
　
　
　
　
　
　

  

文
・
今
泉
文
彦

市
長
日
記

Vol.51

▲昨年の情景飾りの様子

℡
27
・
５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～

　
　
午
後
８
時（
木
曜
休
館
）

●
い
し
お
か
雛
巡
り

歴
史
絵
巻
情
景
飾
り

▼
情
報
セ
ン
タ
ー
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
お
雛
様
た
ち
が
繰
り
広

げ
る
圧
巻
の
歴
史
絵
巻
で
す
。

期
間
／
２
月
15
日
土
～

　
　
　
　
　
　
　
３
月
３
日
火

※
情
報
セ
ン
タ
ー
は

２
月
９
日
日
～
３
月
８
日
日

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▼
い
し
お
か
雛
巡
り
に
向
け

て
、
一
緒
に
お
雛
様
を
飾
っ

て
く
れ
る
人
、
ま
た
、
期
間

中
に
ま
ち
に
来
ら
れ
た
お
客

様
の
お
も
て
な
し
、
ご
案
内

を
し
て
く
れ
る
人
。

学
生
・
主
婦
の
皆
さ
ま
大
歓

迎
！
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
雛
巡
り 

ル
ネ
ッ
散
歩

日
時
／
２
月
24
日
月
・
祝

　
午
後
１
時
30
分
～

案
内
人
／
矢
口
輝
行
氏
（
ま
ち

か
ど
歴
史
案
内
人
）

●
第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

サ
ン
ド
市

　
今
月
は
15
日
土
開
催
！

▼
中
心
街
の
店
先
を
お
借
り
し

て
、
趣
味
の
手
作
り
品
、
園

芸
品
や
新
鮮
野
菜
を
販
売
（
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
参
加
者

募
集
中
）。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

●
２
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
身
体
の
健
康
相
談

時
間
／
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
１
時

※
血
圧
計
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
今
月
は
５
日
水
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

出
店
自
由
、
参
加
者
募
集
中

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

※
２
月
は
お
休
み
で
す
。

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

※
駐
車
場
は
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い
側
）

臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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